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課程認定校義務

公益財団法人日本レクリエーション協会高等教育機関における
公認指導者養成課程認定校認定審査基準
（平成5年3月25日制定、令和3年3月30日改正）より

・5 認定を受けた高等教育機関の義務

（1）認定を受けた高等教育機関は、教育水準の確保を図るた
め、協会が指定する研修会等に養成課程主任教員又は科目担当
教員を派遣しなければならない。

（2）認定を受けた高等教育機関は、年度途中において認定を
受けた内容に変更が生じた場合には、所定様式による変更届を
提出し、審査を受けなければならない。



課程認定校研究連絡会議について

第2条 本連絡会議は、日本協会との協力により、日本レクリエーション協会公認指導者養成課程認定
校（以下、課程認定校と呼ぶ）制度の教育内容の充実をはかるとともに、課程認定校相互の連携と、
都道府県レクリエーション協会（以下、都道府県協会と呼ぶ）との連携を強め、指導者養成の円滑な
実施と課程認定校の社会的地位向上をはかることを目的とする。

第5条 会員校の養成課程主任教員1名を代議員とする。

第6条 会員校の養成課程主任教員を除く授業（科目）および事務担当教職員を一般会員とする。

第7条 代議員は、本連絡会議総会に出席し、企画運営についての審議に参加し、議決権を行使する
責務を負い、本連絡会議の企画運営に関与する。なお、代議員に支障があるときには、代議員が所属
する会員校の一般会員を代理人に指名することができる。

第8条 一般会員は、本連絡会議が主催する各種行事に参加することができる。



主な事業

（１）全国レベルの活動
①全国研究集会の運営と参加

②全国レクリエーション大会への参加および運営協力

③日本協会の協力による調査研究および情報提供

④その他

（２）地域ブロックおよび都道府県の活動
①ブロックおよび都道府県の課程認定校相互の情報交換および研究会・
連絡会の開催

②ブロック内の都道府県協会との研究会・連絡会の開催

③ブロック内の都道府県協会の活動への協力

④都道府県協会が開催する課程認定校教職員会議への参加および協力

⑤課程認定校希望校への支援

⑥その他



幹事
役職 選出 氏名 学校名

幹事長 岡山千賀子 徳島文理大学

全国幹事 北海道･東北ブロック 本多 理紗 札幌国際大学

北海道･東北ブロック 三國 美香 青森明の星短期大学

関東･甲信越ブロック 松尾 哲矢 立教大学

関東･甲信越ブロック 篠原俊明 共栄大学

東海･北陸ブロック 古田 康生 岐阜協立大学

東海･北陸ブロック 秦 真人 愛知学泉短期大学

近畿ブロック 高山 昌子 大阪国際大学

近畿ブロック 原志津 兵庫大学

中国･四国ブロック 浅野 幹也 環太平洋大学

中国･四国ブロック 森 國夫 四国医療福祉専門学校

九州･沖縄ブロック 竹森裕高 西九州大学短期大学部

九州･沖縄ブロック 立木 宏樹 熊本学園大学

特任幹事 佐近慎平 新潟医療福祉大学

特任幹事 涌井忠昭 関西大学

監事 奥野孝昭 四天王寺大学短期大学部

監事 築山泰典 福岡大学

顧問 仲野隆士 仙台大学



スケジュール
時期 内容 備考

6月

総会 事業報告・決算、事業計画・予算

助成事業のご案内 「学生レク助成」「教育活動助成」「訪問活動助成」

課程認定証の送付 認定料の入金確認がとれた学校から順次送付

7月 ニュースレター55号発行

9月 全国研究集会 「全国レクリエーション大会2022ひょうご」にて開催

10月
別冊『レクルー』配布 新規登録促進ツールとして活用

オンライン説明会 資格登録などに関するオンライン説明会開催

11月

資格の登録申請開始 学校一括もしくは個人にて申請

学内審査（専門資格養成課程設置校のみ） 専門資格養成校へ学内審査要項の送付

優秀学生表彰 優秀学生表彰に関する要項をHPに公開

12月

継続申請手続き開始 次年度の新入学生養成課程申請マニュアル送付

ニュースレター56号発行

1月 優秀学生表彰者の申請 優秀学生表彰者を日レクへ申請

2月
資格認定証・資格証 資格取得した学生の認定証・資格証を学校へ送付

登録料請求 登録料を学校一括に選択している学校には請求書発行

3月
認定料請求 認定料請求書の発行

資格紹介リーフレット 2023年度入学生用



助成事業の申請について

教育活動助成

令和3年度に多くの公認資

格登録をされた学校や、

登録者数が伸びた学校の

養成課程主任教員を対象

に教材等を購入できる費

用などを助成するもの

学校訪問助成

養成課程主任教員が交代

した学校や、近年新しく

課程認定校となった学校

の養成課程主任教員に対

して、訪問またはオンラ

インにより養成課程充実

のためのアドバイスや情

報提供を行う

学生レク助成

【レク部助成】

学生が主体となった部やサークル（以下「レク

部）という）が地域等でレク支援活動に取り組

む際の事業費を助成

【レク研究助成】

レクに関する実践・調査・事例・教材開発等の

研究活動を希望する学生（個人またはグルー

プ）の研究活動を支援する助成

【全レク参加助成】

学生自らが全国レク大会に参加し、最新の研究

や実践について体験や学習し、学びや体験の成

果を学内で共有する取り組みについて助成

令和4年度の申請は終了しています。



ブロック研修会について
ブロック 開催県 会場 日程 内容 実施形態

北海道・東北 北海道
2/18（土）・19
（日）

カーリング
対面
※1泊2日

関東・甲信越 Zoom 3月2日（木）
レクリエーション研究
のエビデンスに関する
研究事例の紹介

オンライン

東海・北陸 愛知県
名古屋経営
短期大学

12/3（土） ニュースポーツ 対面

近畿

中国・四国 岡山県 創志学園高校 12/17（土）
課程認定校教員向け
ニュースポーツ研修会

対面

九州・沖縄 鹿児島県 鹿屋短期大学
2/11（土・祝）・

12（日）
対面

※日程が確定次第、ホームページに情報を公開していきます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により日程や会場などが変更する場合がございます。ホーム
ページにて最新の情報をご確認ください。



REC SCHOOL
START

課程認定校に関わるすべての方に向けて

情報を発信

https://recschoolstart.recreation.or.jp/

公認レク資格

•養成課程の特徴

•4つの資格

•インターネット調査結果

•資格取得のメリット

教務情報

•授業サポート

•資格登録のご案内

•課程認定審査

•優秀学生表彰制度

•学校登録

在学生の方へ

•修学サポート

•学生向けコンテンツ

•優秀学生表彰制度

認定校になるには

•課程認定校とは

•新規課程申請の手順

課程認定校研究連絡会議

•会則と執行体制

•研究連絡会議の事業

•研究連絡会議（会員ペー

ジ）



レクぽの学生登録

★高齢者や子どものための

レクリエーション活動について、配信

★受講中にも役立つ論文や

実践活動情報を閲覧できます

〇アクティビティ：575
〇動画：175
〇記事：1,700

受講中の学生は公認指導者と同じように

すべてのコンテンツが利用できます。
https://www.recreation.jp/student



教員向けRI養成講習会

令和5年度から新たに養成担当教員となる方

養成担当教員で資格を取得していない方

オンライン研修（zoom）

1月21日（土）・22（日）の9：30～18：00

教員向けに特化した学習内容を通信学習およびオン

ライン研修で提供

受講料：40,000円

資格登録料：17,600円

課程認定校教員を対象とした『レク
リエーション・インストラクター資
格取得講座』を開催します。レクリ
エーション・インストラクター資格
を取得できる講習会です。

資格取得を希望する教員以外にも、
よりよい授業実施のための『授業研
究の場』としてオンライン研修のみ
の受講（スキルアップ受講）も可能
です。

この講座は、通信学習とオンライン
研修・現場実習で構成されており、
オンライン研修最終日に資格認定試
験を実施します。

※当該校より『資格取得のための受講申込』を2名以上いただいた場合には、
2人目からの受講料を10,000円

対象

日程

費用

内容



優秀学生表彰制度

• 以下の何れかに該当するとして、養成校長推
薦された代表者を表彰する制度です。

1. 学業等により、認定校において優れた評価を受け、公認指導者とし
ての名誉を高める活躍が期待される個人

2. レクリエーションに関する課程活動において、環境保全、社会福祉、
青少年育成、国際交流等のボランティア活動、災害救援、人命救助、
海外援助協力等の各種社会活動において、活動実績が認められ、他
の学生の範となった個人又は社会的に評価を受け、公認指導者の名
誉を高める活躍が期待される個人

3. その他前号に準ずるもので、本賞に相応しく、公認指導者としての
名誉を高める活躍が期待される個人



資格登録関係費用







ご清聴ありがとうございました。


